
セアカゴケグモとよく間違われる生き物 

【ヨコヅナサシガメ（幼虫）】 

ヨコヅナサシガメは、カメムシの仲間で、中国やインドが原産国の外来生物です。

背中の一部と腹が赤く、配色はよく似ていますが、成虫になると羽が生えるため、

特に幼虫のころ間違われやすい昆虫です。 

羽化後は全身が赤く、時間が経つと黒っぽく変化します。 

【見分けるポイント】 

①足の数 

・セアカゴケグモは足が８本 

・ヨコヅナサシガメは足が６本 

②体型 

・セアカゴケグモは丸っこい体型 

・ヨコヅナサシガメは長細く、触角があり、頭にゾウの鼻のような口がある 

 

ヨコヅナサシガメの幼虫（背面）                   （腹面） 

 


